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本部 SSOR 2018開催報告
成島　康史，田中　未来，Phung-Duc Tuan，伊豆永　洋一，

鵜飼　孝盛，奥野　貴之，黒沢　健，田中　健一

1. はじめに

本稿では，日本 OR学会 60 周年記念事業として実
施された本部主催の SSORである本部 SSOR 2018に
ついて，開催概要や実施の経緯，具体的なスケジュー
ル，開催中の様子などについて裏話も含めながら実行
委員の視点からご紹介します．なお，実行委員会のメ
ンバーはこの記事の筆者 8 名となっています．
まずはじめに，この節では開催概要から紹介しましょ

う．本部 SSOR 2018は 2018 年 8 月 29 日から 31 日
にかけて群馬県は水上温泉の旅館，源泉湯の宿松乃井
（以下，松乃井）で開催しました．水上温泉は群馬県と
新潟県の県境に近く，冬はスキー，夏はハイキングや
ラフティングなどの拠点としてにぎわう温泉街です．
松乃井は最大 400 名以上を収容可能な大規模な旅館で，
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4 本の源泉や二つの大会議場を有するなど設備が充実
しています．
全体のスケジュールを表 1 に示します．2 件の特

別講演，23 件の口頭発表，11 件のポスター発表で合
計 36 件の発表が行われました．特別講演の 1 件目は
大宮英明様（三菱重工業株式会社取締役会長，2014～
2015年度 OR学会会長）にお願いしました．大宮様に
は三菱重工業においてORがどのように活用されている
かについてご講演いただきました．2件目は大山達雄様
（政策研究大学院大学 名誉教授，2016～2017年度 OR

学会会長）にお願いしました．大山先生には ORの歴
史や現状，そして今後について，幅広い研究をされて
きた大山先生ならではの視点でご講演いただきました．
特別講演の詳しい内容やそのときの様子は 3 節で紹介
します．
一般講演は学生によるものが多く，23 件の口頭発表

のうち 16 件，11 件のポスター発表のうち 9 件が学生
による発表でした．その他，若手研究者の講演や，実
行委員会から中堅の先生にお願いしたチュートリアル
的な講演なども行われました．発表の内容は多岐にわ
たり，最適化や待ち行列，マーケティングなどさまざ
まな分野の発表が行われました．また，学生による発
表に対しては表彰（学生優秀口頭発表賞，学生優秀ポ
スター発表賞）を行いました．一般講演については発
表賞を受賞したものを中心に 4 節で紹介します．
本部 SSOR 2018 の趣旨は SSOR 2007 の趣旨「オ

ペレーションズ・リサーチ分野で活動する人材の交流
支援とその交流からの創造的活動創出を目的とした合
宿形式夏季セミナー」[1] をそのまま踏襲することとし
ました．この趣旨に基づき，実行委員会では交流が促
進されるように懇親会を開いたり，フリーディスカッ
ションタイムを長く確保したりしました．また，2 日
目（30 日）の午前中はフリーディスカッションまたは
フリータイムとし，館内でのディスカッションや館外
を散策しながらの交流を促進しました．懇親会を中心
とした交流の様子は 5 節で紹介します．
参加者の内訳は表 2のとおりです．会場が都心から

やや遠いのも一因かもしれませんが，実施前の想定より
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表 1 全体のスケジュール

8 月 29 日 13:30～13:40 オープニング
13:40～15:00 オーラルセッション
15:10～16:30 オーラルセッション
16:40～18:40 ポスターセッション
19:00～21:00 夕食および懇親会
21:00～23:00 フリーディスカッションまたはフリータイム

8 月 30 日 07:00～09:00 朝食
07:00～13:50 フリーディスカッションまたはフリータイム
12:45～13:40 昼食
13:50～15:10 オーラルセッション
15:20～16:20 オーラルセッション
16:30～17:30 オーラルセッション
17:40～18:40 大宮様特別講演
19:00～21:00 夕食および懇親会
21:00～23:00 フリーディスカッションまたはフリータイム

8 月 31 日 07:00～09:00 朝食
09:00～10:00 オーラルセッション
10:10～10:50 オーラルセッション
11:10～12:10 大山先生特別講演
12:10～12:30 クロージング

表 2 参加者数

参加区分 参加人数
学生 36 名
一般 31 名
賛助 4 名 （3 社）
招待 4 名
合計 75 名

は学生に比べて一般参加者の割合が高いのが印象的で
した．また，特別講演をお願いした大宮様，大山先生に
加え，近藤正泰様（三菱重工業株式会社）と滝沢壽樹様
（OR学会前事務局長）に招待者としてご参加いただき
ました．
さて，この節では開催概要を紹介しましたが，以降

ではもう少し詳しく，開催に至る経緯や，開催中の雰
囲気などを中心に本部 SSOR 2018を紹介します．

2. 実行委員会の発足から実施に至るまで

この節では，実施に至るまでの経緯を苦労話を交え
つつ紹介します．
コトの発端は 2016 年に山形大学で開催された OR

学会秋季研究発表会でした．研究発表会の初日，懇親
会からほろ酔い気分でホテルに帰ろうとする成島と別
の飲み会からこれまたほどよい気分でホテルに帰ろう
とする田中（未）が酔い覚ましに立ち寄ったコンビニ
でばったり出くわしました．その後 2 人で飲み直すこ

ととなり（酔い覚ましのためにコンビニに立ち寄った
はずなのに…），そこで SSOR 2007の話や 60 周年記
念事業で SSORを実施する話になりました．2007 年
に 50 周年記念事業として開催された SSOR 2007 の
当時，成島は東京理科大学の助教 1 年目であり，専門
分野における知り合いはいたものの ORの他分野の知
り合いは多くなく，SSOR 2007で知り合いを増やした
経験がありました．この経験に基づき SSORのような
研究集会は重要だ！と熱く語る成島に田中（未）が肯
うといった様子で夜は更けていきました．このときの
やりとりが本部 SSOR 2018 の実行委員会の発足につ
ながり，この 2 人が後に実行委員長と副実行委員長を
務めることとなりました．田中（未）はこのときのこ
とを思い出して「夜道を 1 人で歩くと危ない．なぜな
らば副実行委員長にされるからだ」と冗談めいて言っ
たりもしましたが，終わってみればよい経験だったよ
うに思っています．
その後，成島と田中（未）で 2017 年の 11 月から

12 月にかけて計画書を作成し，日程や規模，開催地な
どの検討を行いました．
日程に関しては，OR関連のイベントの日程を調べ，

それらと重複しない 8 月末としました．このとき，ほ
とんどの日程で何かしらの OR関連のイベントがある
ということを知って驚くとともに，日程を決めるのに
悪戦苦闘した記憶があります．（それでも，中部 SSOR

の日程と重複していることを後日知ることになったの
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ですが…．）
次に，規模について検討を行いました．SSOR は，

現在では毎年行うイベントではないため，どのくらい
人が集まるかがまったくわかりませんでした．そこで，
SSOR 2007の実行委員長であった文教大学の根本先生
から当時の資料をいただき，それをベースに基本的な
計画を立てました．SSOR 2007 の参加者数は日帰り
なども含めると 160 名を超えていました．当時は本部
と各支部で SSORを開催していたわけではなかったた
め，首都圏以外からの参加者も多くいました．今回は各
支部でも SSORが開催されることや 2018 年秋季研究
発表会と日程が近いことから，参加人数は 160 名から
大幅に減少することが見込まれました．そこで SSOR

2007の参加者名簿から関東からの参加者を抽出したも
のを参考として，80 名程度の規模を想定することにな
りました．
また，会場については 80 名規模を想定しましたが，

この見込みが大きく外れて参加者が増えても困らない
ような会場を探しました．（結果的にはそのような嬉し
い悲鳴は上がりませんでしたが…．）その結果，候補に
挙がったのが伊東温泉のホテルと松乃井の 2 カ所でし
た．交通の便では伊東温泉のホテル，設備的な面（特
に温泉）では松乃井が魅力的でした．伊東温泉のホテ
ルは 10 年前の SSOR 2007の会場と（たまたま）一緒
だったこともあり，最終的には松乃井にお願いするこ
ととなりました．
そこまでの計画段階は成島と田中（未）で行ってい

ましたが，年が明けて 2018 年の初めから 3 月にかけ
て Tuan，伊豆永，鵜飼，奥野，黒沢，田中（健）が
加わり，実行委員会となりました．2 月の中旬頃に最
初の実行委員会を開き，基本的な方針や開催に向けた
スケジュール，役割分担などを決定しました．SSOR

2007では，交流支援委員という委員の方々が学生や若
手研究者の交流を促進するという役割を担っていまし
た．今回の本部 SSOR 2018 でも同様に実行委員の知
り合いの先生方を中心に交流支援委員になっていただ
き，交流の促進をお願いしました．
次に 3 月に東海大学で開催される春季研究発表会に

間に合うようにウェブページとチラシ（図 1，図 2）を作
成しました．研究発表会ではアブストラクト集にチラ
シを同梱させていただき，懇親会などで告知させていた
だきました．なお，当時のチラシは本部 SSOR 2018の
ウェブページ (http://www.orsj.or.jp/∼ssor2018/)

からダウンロード可能です．
また，同じく 3 月には特別講演の先生への依頼を行

図 1 チラシ表面

図 2 チラシ裏面

いました．もともと，前述した成島と田中（未）による
打ち合わせ（飲み会）の際，誰の話を若手の人に聞い
てもらいたいか？自分なら誰の話を聞きたいか？など
といった話で盛り上がっており，その中で話に挙がっ
た方が大宮様と大山先生でした．とはいえ，お二方と
も OR学会会長をお務めになられた大変お忙しい方で
あり，お二方が揃うのは難しいのではないかと思って
いたのですが，お二方とも本部 SSOR 2018 の趣旨に
ご賛同いただき，講演をご快諾くださいました．
その後は，7 月初旬に発表申込と早期参加申込締切，

7月末に最終的な参加申込締切というスケジュールでし
た．発表申込と早期参加申込締切の目前となった 7 月
初旬は毎日のように発表件数を確認していたのですが，
直前になっても発表件数がなかなか増えず，実行委員会
の中には焦りの色も見られました．7 月初旬は ISMP

という数理最適化分野の国際会議があり，実行委員の
数名もその会議に参加していました．そこで，ISMP

に参加していた委員で夜な夜な作戦会議を行うことに
なりました．ちょうど ISMP には OR 学会に関連す
る学生や教員が多く参加していたので話を聞いてみた
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図 3 ブックレットの一部

ところ，発表件数が伸びない大きな要因として，10 年
前と比べて状況が変わったこと（インターンに行く学
生が増えたことや大学の財政状況が悪化したこと）や，
広報が十分ではなかったことなどがわかりました．広
報については春季研究発表会や OR学会のメーリング
リストなどにおいて十分にしていたつもりではあった
のですが，ISMPに参加している学生に聞くとあまり
知られていないということがわかり，愕然としました．
OR学会のメーリングリストなどで教員は知っている
けれども学生には伝わっていなかったり，アブストラ
クト集に同梱したチラシが日の目を見ずに捨てられて
いたりといったことがあったようです．（チラシを大き
く印刷してポスターとして掲示するなどしてもよかっ
たかもしれません．）そこで，発表締切を 1 週間延ば
し，再度告知を行うということになりました．最終的
には 34 件と 2 泊 3 日でちょうどよい件数の発表が集
まりましたが，慌ただしさと苦い思い出の残る ISMP

でした．
参加申込締切後は，アブストラクト集や当日配布用

のブックレット，名札など細かい物品の準備や松乃井
とのやり取りなどで，慌ただしく 8 月が過ぎていきま
した．なお，ブックレットには会場となる松乃井の詳
しい立体図（図 3）を掲載しました．これは松乃井は
5 棟からなる大きな旅館で，実行委員会では迷子が大
量発生する可能性を危惧したためです．その甲斐あっ
てか（あるいは杞憂だったのか）特に混乱はなかった
ようです．

3. 特別講演

本部 SSOR 2018 の大きな出来事として，大宮様と
大山先生の 2 人の OR学会元会長に特別講演をお引き
受けいただけたことが挙げられます．2 節でも書きま
したが，当初実行委員会では，「元会長の先生方にご講
演をお引き受けいただければ最高だけどおそらく難し
いよね」と，無理を承知で依頼をしたわけですが，幸

図 4 大宮様の講演の様子

運にも同時にお越しいただくことができました．
8 月 30 日の夕方に，大宮様による「ものづくりと

OR」というタイトルで，三菱重工業株式会社での具体
的な取り組みをご紹介いただきました（図 4）．
「ものづくりバリューチェーンに貢献する OR技術」
では，ものづくりの価値向上のための，マーケティン
グ・営業，研究・開発，設計，製造，アフターサービス
をはじめとするすべてのプロセスが取り上げられ，シ
ミュレーション，最適化手法，各種ヒューリスティク
スをはじめとする，さまざまな OR技術が説明されま
した．
続く「三菱重工のものづくりにおけるOR活用」にお

いて，ものづくりの各バリューチェーンでの同社にお
ける活用事例が紹介されました．マーケティング・営
業の分野では，クラウドでのシミュレーションと最適
化を活用した自家発電設備の営業支援ツールの事例が
取り上げられました．従来 1 週間程度かけてシステム
構成や導入・運営費レイアウトを検討していたものを，
情報端末上で所定のデータやパターン選択を行うこと
により 2 分ほどで提案できるようになったそうです．
研究・開発の分野では，大規模シミュレーションを活
用したガスタービン発電機器の最適化の事例が紹介さ
れました．従来は簡単な解析と多数の実験の繰り返し
により膨大な時間と費用をかけて製品開発が行われて
いたものが，大規模解析による絞り込みにより，最終
案の検証のみ実験することが可能となり，開発期間と
費用の節約に加え，設計品質の向上にもORは寄与し
ているとのことでした．また設計の分野では，シミュ
レーションを活用した航空機の機体形状の最適化と新
交通システムゆりかもめの座席配置の最適化が紹介さ
れました．座席数 70～90 席の国産初のリージョナル
ジェット MRJの開発事例においては，空力・構造連
成シミュレーションを活用し，機体の形状の最適化と
空力性能の最大化について述べられました．ゆりかも
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めの座席配置設計については，セル・オートマトン法
により駅構内や車両内での人行動シミュレーション結
果に基づく座席レイアウトの見直しにより，乗降時間
の短縮と，それに伴う安全・安心運行が実現されたこ
とが紹介されました．そのほかにも，製造・生産分野
における部品在庫や生産負荷の最適化事例や，サービ
ス分野における発電設備の遠隔監視サービスと緊急時
における意思決定支援における事例などが紹介されま
した．最後に，大宮様は，ORへの期待として次のよ
うに述べられました．
つながる工場や IoTにより，新しいビジネスモ
デルや今までにない価値を生み出していく取り組
みが国内外で進展することが予測されているなか，
IoTや AIなどの「デジタル技術」の普及に伴い，
雇用が奪われるという議論がある．製造業におい
ては，ロボットの導入が進み，さらに自動化や 3D

プリンティングが普及すると，最終的にはサプラ
イチェーンや工場などにおける競争優位差がなく
なり，デジタル技術の普及に伴う新たな社会問題
の発生が懸念されている．今後，従来から取り組
んでいる生産性向上や効率化，環境負荷低減だけ
ではなく，製造業の新たな競争力の源泉の創出，働
き方改革や教育などの労働環境の変化への適応に
向けた打ち手，個々人の生活の質の向上など，さ
まざまな社会問題を同時に解決していく取り組み
を国内外で進めていく必要がある．これらの鍵と
なるのは情報通信技術と結び付いた OR であり，
今後ますますイノベーション創出や社会課題解決
の手段として OR技術が活用されていくことに大
いに期待している．
以上のように，三菱重工業における数多くの現実問

題の解決に ORが直接活かされている事例を三菱重工
業の会長から直接伺うことができ，ORのものの見方
や各種手法の有用性を知るまたとない機会となりまし
た．各事例においては，特定分野の専門知識をもった
人材が，現場に入った後にOR的なアプローチを身に
付け実践していくことで成果を挙げている場合が多い
とのことでした．すでに大学で ORを研究している参
加者にとっては，ORのさまざまな可能性に触れる貴
重な機会となり，大いに刺激を受けたことと思います．
講演後の質疑の時間には，紹介された各種事例に関す
る内容に加え，人材育成や学生に向けたアドバイスな
ど，幅広い内容についての具体的な質問があり，会場
は最後まで熱気に包まれていました．大宮様は「ここ
まで突っ込んだ質問をたくさん受けたのは記憶にない」

図 5 大山先生の講演の様子

とおっしゃっていました．
8 月 31 日の午前に，大山先生による「私見としての

OR status quo―ORの来し方，行く末を考える―」と
題した特別講演が行われました（図 5）．前半部では，
ORの起源について，第二次世界大戦中に組織的研究
がスタートしたことや，戦後に科学的意思決定のため
の理論と手法として ORが発展し原型になっていった
背景が紹介されました．続いて，ORの理論と手法が，
私企業の意思決定における利潤の最大化やコストの最
小化といった局面にとどまらず，公共部門においても
極めて有効であることが紹介されました．特に，公共
部門においては，エネルギー・環境分野，電力，鉄道，
ライフライン網，公共施設配置，交通，選挙・投票，農
業，教育，危機管理をはじめとする社会システムや政
策分析を下支えする重要なアプローチであること，そ
して公共部門への応用には数多くの発展の余地がある
ことが述べられました．続いて，ORの重要な役割と
して，データ分析処理手法，数理モデル構築手法，理
論構築手法の三つを取り上げ，各手法の視点や手法間
の関連について考えが述べられました．後半部では，
大山先生の研究・教育の成果の一部が紹介されました．
テーマは，都市規模分布，道路投資額と道路総延長，都
市内交通量の時空間分布，教育投資の政策分析，日本の
食料自給率の分析，自然災害のデータ分析，公共施設
の統合の数理モデル，鉄道の路線軌道保守の数理，道
路網の頑健性や重要度の数理，議員定数配分モデルを
はじめとする極めて多岐にわたるものでした．最後に，
ORの貢献と将来について，データとモデルの関係や
アプローチの仕方，ORを将来さらに学際的な分野へ
展開させていくことの重要性や課題について私見を述
べられました．ご存知のとおり，大山先生は ORの理
論と応用の両面で多岐にわたる分野で長年研究をされ
ており，本講演はこうした経験に基づいたものでした．
講演の最後に，学生や若手研究者に向けて二つの点
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図 6 口頭発表の様子

に言及されました．一つ目は幅広い分野で仕事をしよ
うというメッセージであり，二つ目は海外に目を向け
て積極的に活動しようというメッセージでした．特に
前者はORに関わる極めて本質的な内容です．現在は，
ORの各分野が専門化・細分化されており，ごく限られ
た分野でしか専門用語が通じないことや，他分野の研究
発表を理解することが困難な場面にもよく遭遇します．
大山先生は「若いうちは一つの専門を深く掘り下げる
ことも重要だけど経験を積みながら幅広いテーマに目
を向けるようにしよう」と語ってくださいました．OR

が分野横断的で現実問題を解決するための実践的な学
問であることを標榜している以上，これは OR学会全
般に関わる重要なテーマだと言えます．スケジュール
の都合上，質疑の時間を取ることができませんでした
が，大山先生が携わってきた幅広いフィールドでの研
究成果や ORという学問の歴史，性格・役割，将来の
展望などに触れ，ORの未来や自らの今後の関わり方
について考えさせられた参加者も多かったのではない
かと思います．

4. 一般講演と学生表彰

一般講演では，23 件の口頭発表と 11 件のポスター
発表があり，ORに関するさまざまな研究成果が報告
されました．図 6と図 7は，それぞれ口頭発表とポス
ター発表の様子となっています．また，学生の発表を
対象に 6 件の表彰（学生優秀口頭発表賞 4 件，学生優
秀ポスター発表賞 2 件）を行いました．いずれの発表
も大変興味深いものでありましたが，ここでは，発表
賞を受賞した研究について紹介することにします．

4.1 学生優秀口頭発表賞受賞者とその発表内容
• 濱田賢吾さん（慶應義塾大学・修士 1 年）
「スポーツの試合における圧勝確率と逆転確率の数
理モデル」
試合の経過に伴って両チームの得点がどのような順

図 7 ポスター発表の様子

番で入るかという得点順序に着目したスポーツ評価に
関する数理モデルが紹介されました．具体的には，着
目チームが常に一定のリードを保って勝利する確率（圧
勝確率）と着目チームが一定以上のビハインドを背負っ
た状態から逆転して勝利する確率（逆転確率）を求め
る数理モデルを格子経路数数え上げ問題に基づき定式
化し，それぞれのモデルの特徴や得られた知見につい
て議論が行われました．
• 日出山慎人さん（筑波大学・修士 1 年）
「ブロック単位でサーバを起動するデータセンター
の待ち行列モデルによる性能解析」
情報システムの基盤であるデータセンターは大量の

電力を消費しますが，そのうち空きサーバによる待機
電力も大きいという問題点を背景とし，データセンター
内のサーバを常に稼働する部分と残りの部分に分ける
方法が提案されました．後者をブロック単位に分け，
必要に応じてブロック単位で起動・停止する制御方式
に着目し，待ち行列モデルを用いた性能評価について
議論がなされ，この解析結果は実システムへの応用可
能性が高いという報告が行われました．
• 長谷川大輔さん（筑波大学・博士 3 年）
「OD フロー捕捉からみたコミュニティバスの路線
網最適化」
地方自治体のコミュニティバスの路線網再編に着

目し，地域内の OD フローを捕捉する路線網構築
を有向グラフ上の最適化問題として定式化し分析が
行われました．提案された最適化問題は，起終点と
なるハブの決定，ハブを結ぶ拠点路線とハブ周辺の
循環路線の構築，構築された路線から各種条件を満
たす路線の組合せの決定の三つのフェーズから構成
されます．実データを用いた数値実験を行い，得ら
れた路線網の特徴や，循環路線の経路長の変化に対
する捕捉率の変化に対する分析結果が報告されまし
た．
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• 木村雅俊さん（大阪大学・博士 1 年）
「可算無限の状態空間を持つマルコフ連鎖における
条件付き定常分布の誤差評価付き数値計算」
待ち行列をはじめとする確率モデルの解析でよく出

現する，無限のレベルと有限のフェーズからなる 2 変
数マルコフ連鎖に関する評価手法が紹介されました．
このようなマルコフ連鎖において，レベル非依存の場
合はレベルの切断をせず，定常分布が計算できる場合
がありますが，レベル依存の場合は一般的にレベルの
切断による数値計算をする必要があります．木村さん
はこのような切断を行う際に得られた近似定常分布と
真の定常分布の誤差を評価できる汎用性の高い方法を
提案しました．

4.2 学生優秀ポスター発表賞受賞者とその発表内容
• 小山田圭佑さん（筑波大学・修士 2 年）
「Generative Adversarial Networkを用いた振幅ス
ペクトログラムの位相復元」
音声信号から得られた振幅スペクトログラムの復元

に関する研究成果が紹介されました．振幅スペクトロ
グラムから音声信号を復元するためには，位相情報を
復元する必要がありますが，既存の方法ではいくつか
の課題が残っています．小山田さんは，近年注目を集
めている深層ニューラルネットワークにより位相復元
プロセスをモデル化し，学習する方法を提案しました．
数値実験の結果から，提案手法は既存の方法と比べて，
高品質な音声信号が復元されることが報告されました．
• 木村健斗さん（群馬大学・修士 2 年）
「アンチスライドパズルの解析」
アンチスライドパズルに対する整数計画法を用いた

解析法が紹介されました．このパズルは，ある大きさ
の箱と指定された形状のピースが与えられたときに，
できるだけ少ない個数のピースを使い，ピースがどの
方向にも動かないような配置（詰め方）を求めるもの
です．既存研究では，いくつかの単純な形状のピース
に対する解析が行われていますが，木村さんは，V 字
型や X 字型，正八面体型などのより複雑な形状の場合
に対する解析を行い，ピースの形状の違いによる体積
比やピースの配置に関する考察を報告しました．

5. ソーシャルイベント

過去の SSORでは，研究発表の場だけではなく，参
加者同士の交流の場も提供してきました．その伝統に
則り，本部 SSOR 2018でもお互いの理解を促進し，懇
親を深める時間を設けました．ここでは，そのときの
様子を紹介します．

初日，ほとんどの参加者は到着後すぐに研究発表会場
へ向かい，そのまま研究発表を聞いていたため，夕食の
開始時点では，お互いのことをよく知らないままです．
夕食と同時に口を滑らかにする飲み物が入ったとはい
え，まだまだ他大学からの参加者の人柄まではわかり
ません．そこで，実行委員会の司会進行により自己紹
介をしていただきました．夕食の会場はステージ付き
の大広間で，壇上に上がった参加者は，研究発表とはま
た違った緊張感に包まれていたように見受けられまし
た．それでも参加者の方々は，それぞれの個性に応じ
た紹介をしており，中でも人生の一大イベントについ
ての報告があったときには，会場中がどよめきました．
夕食の時間が終わった後も，若く活発な参加者たち

は交流を続けました．実行委員会はフリーディスカッ
ションが可能なように，夕食会場の隣室を交流スペー
スとして用意しました．各人の前にお膳が用意された
夕食会場とは異なり，自由着座形式のこの時間帯では，
そこかしこに人溜まりができ，それぞれの場所でさま
ざまな交流がなされていました．ボードゲームやけん
玉，昼の研究発表についてのディスカッションなど思
い思いに親交を深めました（図 8）．このフリーディス
カッションは深夜まで及び，最後には各自の居室にま
で引き続きました．議論が白熱したせいか，夏の暑さ
からか，何人かの参加者は就寝するにあたって，布団
を必要としないほどでした．
2 日目の午前中には比較的長めのフリーディスカッ

ションの時間が確保されていました．前日の発表や以
前の研究についてディスカッションしたり，前日の疲
れを温泉に浸かって癒したり，せっかくの機会を利用
して自然の中を散策したりするなど，この時間を有効
に活用していたようです．中には谷川岳にハイキング
に出かけたり，利根川のラフティングツアーに参加し
た参加者もいたようです．
2 日目の夕食時のハイライトの一つが，学生優秀ポ

スター発表賞の受賞者の発表でした．ここまで 1 日以
上をともに過ごし，十分に親交も深まっていることも
あり，会場からの暖かな拍手と祝福とともに，副賞と
して次に紹介するスイカ割りの権利が贈られました．
2 日目の夕食時のもう一つのハイライトが，学生優

秀ポスター発表賞受賞者によるスイカ割りです．受賞
者の 2 人にはスイカを割る役目を果たしていただき，
指示を大宮様と大山先生に出していただきました．お
二方の指示は非常に的確で，特に何らの前触れもなく
指示出しを依頼された大宮様の第一声には，会場中か
ら喝采が沸き起こり，さすがの制御技術の一端を垣間
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図 8 フリーディスカッション会場の様子

図 9 スイカ割り（みごと的中）

見ることができました．指示を受ける側となった 2 人
の受賞者も的確に対応して，見事に叩き割ることに成
功しました（図 9～図 11）．その後，スイカは小分け
にされて参加者全員に振る舞われました．
夕食後は，これまた前日と同様にフリーディスカッ

ションの時間でした．大宮様から差し入れとしていた
だいた，スペースシャトル・エンデバーで宇宙に飛ば
し帰還した麹菌，酵母を使用した芋焼酎なども含めて，
実行委員会の用意した飲み物が 9 割方消費され，本部
SSOR 2018最後の夜を過ごしました．

6. おわりに

以上でお伝えしたように，本部 SSOR 2018 は研究
発表においても，人材交流においても盛況だったよう
に思います．大山先生の特別講演のあとのクロージン
グでは学生優秀口頭発表賞の表彰と記念撮影が行われ
ましたが，その場の雰囲気は参加者全員が一つにまと
まったような心地よいものでした（図 12）．バスの発
車時刻が迫っていたこともありそのような時間を長く
とることができなかったことは心残りではありますが，
ここで新しく作ったり以前よりも深めたりした交流は
今後も長く続きます．これが共同研究や産学連携など
に発展することを実行委員一同期待しています．

図 10 スイカ割りの直後（その 1）

図 11 スイカ割りの直後（その 2）

SSOR はもともとは 1965 年から 33 年間にわたっ
て有志の運営により毎夏に行われていましたが，開催
のための補助金の申請などといった運営の負担が大き
く，1998 年の第 33 回 SSORを最後に毎年の開催では
なくなってしまいました．その後，OR学会からの支
援を得て 50 周年記念事業の SSOR 2007 や本特集で
取り上げられている 60 周年記念事業の SSORシリー
ズが開催され，およそ 10 年に一度のペースができつ
つあるのかもしれません．しかしながら，このペース
では次回の開催までに運営のノウハウが風化してしま
い，毎回ゼロからの立ち上げになってしまうようにも
思います．SSORが summer seminar on ORの略な
のか summer school on ORの略なのかよくわからな
くなっていたというのはこれを象徴する話なのかもし
れません．（なお，第 33 回 SSOR予稿集 [2]によると
前者のようですが，さらに歴史を遡ると二つ目の Sは
symposiumの略だったようです [3–6]．また，本特集
の前書き [7]にはより柔軟な SSORの解釈が書かれて
います．）2 節で述べたように SSORの開催は決して楽
ではありません．一方，3～5 節で述べたように SSOR

によって得られるものはその苦労を補って余りあるよ
うに思います．同規模の SSORを毎年開催することは
現実的ではないかもしれませんが，たとえば小規模な
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図 12 集合写真

ものを数年おきに開催するなどして運営の火を絶やさ
ないようにすることを検討してもよいかもしれません．

謝辞 今回の本部 SSOR 2018 の開催にあたり，下
記の企業からご賛助いただきました．

•株式会社リクルートジョブズ様
•株式会社 NTTデータ様
•三菱重工業株式会社様
•株式会社 NTTデータ数理システム様
•株式会社ビープラウド様
•株式会社オクトーバー・スカイ様

この場を借りて，厚くお礼申し上げます．
また， 3 節で述べたように，今回の SSORにおい

て大宮様と大山先生の OR学会元会長のご講演は文字
どおり特別な講演であり，2 件の特別講演のおかげで
SSORは大変に盛り上がりました．スケジュールの合
間を縫ってご都合をつけてくださったお二方に心より
感謝申し上げる次第です．なお，大宮様への講演依頼
の際には滝沢事務局長（当時）のご助力をいただきま
した．滝沢様はその後の本部 SSOR 2018 実施に至る
までご協力くださいました．ご尽力いただきましたこ
とを感謝いたします．

さらに，この場をお借りして交流支援委員の方々に
お礼申し上げます．紙面の関係上，全員のお名前を本
文中に挙げることはできませんが，2 節で紹介しまし
たウェブページとチラシには全員のお名前が記載され
ていますのでご容赦ください．
本稿で用いられた写真の一部は東京大学の相馬輔さん

に撮影していただきました．この場をお借りしてお礼
申し上げます．
最後に，素晴らしい会場を提供してくださり，実行委

員会からの度重なる要望にも柔軟に対応してくださっ
た松乃井のスタッフの方々に心より感謝申し上げます．
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